
積極的にブース体験を行ったり、楽しく談話する姿がみられました♪

今月は底井野校区の上底井野公民館で開催。自治会役員さんや地域の方と協働し
会場設営を行いました。「集まってくれるかな？」と不安でしたが、開催時間にな
ると地域の方が続々と来場。中には「みんなの顔が見たいから少しだけ覗きに来た
よ！」という方も！なかまのなかまカフェは、気軽に参加できる場となっています。
今月も地域のみなさん、専門職、民間企業の協力でなかまのなかまカフェを開催す
ることができました。

令和６年１月19日(金)

まずは受付!! 市長挨拶

底井野校区の運営ボラン
ティアさんが、飲み物の配膳
や地域の方への声掛けに
協力してくださいました！

講義は、近隣にある小規模多機能居宅介護「りんどう」さん
が、施設の説明をしてくださいました。また「フレアス在宅
マッサージ」さんのツボ講座も大好評でした！

サックス演奏の一田さん

今回も多くの方が参加されました！司会は浦野自治会長！



少し前までは０％に近かった、マフの認知度。
今では多くの人が取り組める認知症支援と
なりました。実践してくれた地域の皆さん、
受け入れてくださった施設の方々、
そして、中間市に認知症マフを
伝えてくださった全ての方に
感謝いたします。

「なかマフ」は市内にある
認知症対応介護老人保健施設と
グループホーム（８施設）に
お届けします♪

まずは怪我や誤飲などの事故に備え、編み上げたマフを一つ一つ丁寧に検品しました。

株式会社コネクトプロさんに、お手伝いいただいて安全なマフが完成しました。

認知症マフ「なかマフ」謹呈式

「認知症 なかまで備え 支え合う」プロジェクト

ひと編みひと編みに地域の皆さんの思いが紡がれた「なかマフ」♥
市内にあるグループホーム（認知症対応型共同生活介護）や認知症対応の
介護老人保健施設の利用者さんに直接マフを手渡しました。

なかまのなかまカフェだけでなく、ご自宅でも大切に編み進めてくれた「なかマフ」。

「いつまでもお元気で。また会いに来てもいいですか？」介護老人保健施設に入所

されている利用者さんと新たな“つながり”ができました♥

市内のグループホーム（認知症対応型共同生活介護）にマフを届けに行きました！

「ココに手を入れて。ココをつまんでみてください。」優しい声かけに利用者さんは

にっこり笑顔♪「若い時によく編んでいたんよ。」と昔を懐かしむ姿がありました。



この度、中間市の「認知症 なかまで備え 支えあう」プロジェクトが九州厚生局 地域共生社会推進賞 市町村部門で優秀賞を受賞しました！！

地域のみなさんの声を施策につなげ、多くの人の力で進めてきたプロジェクト。何もかもが初めてのことばかりで手探り状態でしたが、進めて

いくうちに心が一つになっていくのを感じました♥中間市には「認知症支援」以外にも多くの地域課題がありますが、地域のみなさん、民間

企業、専門職、行政等が、それぞれの得意分野を活かして臨めば、解決への道が開けるはず！と確信できました！！！！

九州・沖縄地域共生推進フォーラムで発表しました！！

令和6年1月30日（火）九州厚生局主催の九州・沖縄地域共生推進

フォーラムにオンライン参加。授賞式の後、それぞれの受賞団体が

事例発表を行いました。名前のとおり「なかま」で取り組んでいる

こと、民間企業と広くつながっていることが評価されました。
ご協力いただいた全ての方々に感謝の気持ちを込めて
これからもなかまと共に…。


